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令和4年4月 新規登録者の状況について

● この資料は、第1回でのご意見を受けて、各区の障害者基幹相談支援センターの

相談支援の状況を、より具体的にお示しするためのものです

● 対象者：

令和4年4月において、各区の障害者基幹相談支援センターに、

初めて相談された方のうち、「氏名」、「住所」、「主訴（困りごと）」「障害種別」等、

基本情報の提供があった方（89名）

なお、この資料では、「新規登録者」と表しています
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● 対象期間：令和4年4月～令和4年9月末まで



令和4年4月 新規登録者の状況について①

○ 区別

中区
19.1％

東区
14.6％

西区
18.0％

南区
9.0％

北区
14.6％

美原区
3.4％

堺区
21.3％

○ 障害種別

身体障害
12.4％

知的障害
25.8％

精神障害
32.6％

発達障害
19.1％

難病等、その他
10.1％

（n=89） （n=89）
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令和4年4月 新規登録者の状況について②

○ 年齢階層別 ○ 障害種別×年齢階層別

～6歳
15.7％

7～18歳
15.7％

19～39歳
27.0％

40～64歳
38.2％

65歳～
3.4％

（n=89） ～6歳
7歳～
18歳

19歳～
39歳

40歳～
64歳

65歳～ 計

身体障害
（n=11）

0.0% 0.0% 18.2% 72.7% 9.1% 100.0%

知的障害
(n=24)

20.8% 33.3% 29.2% 12.5% 4.2% 100.0%

精神障害
(n=28)

0.0% 0.0% 32.1% 64.3% 3.6% 100.0%

発達障害
（n=17）

29.4% 35.3% 29.4% 5.9% 0.0% 100.0%

難病等、
その他
(n=9)

44.4% 0.0% 11.1% 44.4% 0.0% 100.0%（n=89）
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令和4年4月 新規登録者の状況について③

○ 初回相談時の主訴 ○ 見られた変化

福祉サービスなど
78.7％

家計・収入面など
5.6％

日常の生活など
3.4％

健康・医療など
2.2％

地域移行 2.2％

権利擁護 2.2％ 就労 2.2％ その他 3.4％

（n=89）

（n=57 R4.9月末までに変化が見られた43事例、複数項目あり）
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日中活動の場の確保・安定

計画相談支援の確保

生活の場の確保・安定

関係性の構築、支援体制の構築

医療面の確保・安定

経済面の安定

手帳の取得
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令和4年4月 新規登録者の状況について④

○ 相談期間 ○ 「3か月以上」の主な理由

「初回面談のみ」とは、初回面談以降、相談支援が行われていない場合を示しています。

その内訳としては、「障害福祉サービス等の制度説明」「障害福祉サービス等の情報提供」、

「困りごと（ニーズ）の整理」で、相談面談が終了する場合などがあります。

「支援機関等から基幹Cに相談へ行くよう促されたが、本人自身に困り感がない」場合もあります。

（n=89）

初回面談のみ
27.0％

1か月以内
15.7％

3か月以内
14.6％

3か月以上
42.7％

（n=48）

（支援期間が「3か月以上」である38事例、主たる理由、複数あり）
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世帯としての複合的な課題

医療面での課題

経済面での課題

日中活動の場の確保に向けた課題

地域生活への移行に向けた課題

計画相談支援の確保に向けた課題

生活の場の確保・安定に向けた課題

生活面での課題

関係性や支援体制の構築での課題

その他


